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 ～現実
い ま

を見つめ、未来
あ す

を紡ごう～ 「生きる力」を育む「学び」の創造 

府立人研通信 

大阪府立学校人権教育研究会 

第４号 

2018 年９月 7 日発行 

地域交流部会にお越しいただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

皆様、まだまだ暑い日が続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか？ 

府立人研通信第４号では、７月 13日（金）に開催された地域交流部会の報告をさせていただきます。 

当日お越しいただいた皆様、これをお読みになっているあなた、いつもありがとうございます。 

 
   

                地 域 交 流 部 会               
 

７月６日（金）に開催を予定していた豊能（旧１学区）、三島（旧２学区）、大阪市内（旧３・６学区）、中

河内（旧５学区）、南河内（旧７学区）、泉北（旧８学区）は天候や交通状況を鑑み、開催を見合わせた。 

三島、中河内、南河内、泉北は一週間後の 13日（金）に地域交流部会を開催することができ、北河内（旧

４学区）、泉南（旧９学区）は当初の予定通り 13日に開催した。大阪市内は、開催を中止。豊能は 10月 12

日（金）14:30～府立北野高校六稜会館にて開催する。 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前半は、「障がいのある生徒への継続する支援」を

テーマに 3校からの報告を受けた。茨木市立豊川小学

校では、障がいのある子どももクラスでほとんどの時

間を過ごす。障がいのある子どもを中心にしたクラス

づくりを行うが、「特別なこと」はしない。つながり

を切ってしまうからだ。同じ場所にいることで、子ど

もたちは課題に気づき、ともに歩んでいく。茨木市立

南中学校では、学習サポーター等の入り込みを行うと

ともに、基礎的環境整備に留意し、ユニバーサルデザ

インの授業実践を行っている。黒板まわりをすっきり

させたり、授業や一日の流れを明示したり、記号に〇

をつければよいテストやなぞり用プリント、板書配慮

用紙など様々な取り組みがある。卒業後もつながりが

もてるよう、生徒と生徒をつなぐ学びづくりもしてい

る。 

府立茨木支

援学校からは

福祉就労につ

いての報告が

あった。また、

支援学校では、

障がいのある

生徒も援助されるばかりでなく、得意なことを活かし

て他の人の役に立てる場があり、自分の存在意義を見

つけることができるということであった。 

後半は、「インクルーシブな社会とは？ インク

ルーシブな社会を築くために学校ができることは何

か？」をテーマに、異校種の少人数グループを作って、

それぞれの現場での取り組みを話し合った。 

三 島（旧２学区） 

障がいのある生徒への支援 

～小・中・高・支援学校で 

つながる支援を考える～ 

日 時：７月 13日 14:30～ 

場 所：府立春日丘高等学校 増築棟 
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北河内地域交流部会では、府立四條畷高等学校の支

援教育コーディネーターより、視覚障がいのある生徒

に対する校内支援について報告があった。 

 ハード面、ソフト面をはじめ、さまざまな点におい

て課題がある中、支援がスタートした。ハード面では、

点字プリンターや点訳ソフトなどの専用機械の調達

など、いろいろと問題はあったものの、生徒が自身の

障がいについて受容していたことや生徒本人の「やっ

てみたい」という積極的な姿勢により、結果として想

定より「配慮する必要がなかったこと」が非常に多く、

生徒の強みに助けられたことが多かった。ソフト面で

は、外部団体との連携を大切にし、支援の充実を図っ

た。 

担当教員任せ、担当者ひとりの負担にならないよう

にできるだけ多くの人と情報共有や関わってもらえ

るよう独自のチラシを配布するなど教職員の意識づ

くりにも力を注ぎ、同じ悩みのある参加者に校内支援

体制作りの１つの方法として共感を得ていた。「生徒

本人の強みに全力で乗っかった」と「教員の『関係な

い』『自分にはできない』思考からの脱却」という言

葉が印象に残った。 

 発表後には小・中・高の教員

で意見交流を行った。各校にお

ける支援体制やその課題等、活

発な議論が交わされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中河内地域では、当初の日程を変更し 13日に開

催した。小学校、中学校（民族学級）、私立学校、高

等学校全日制と定時制の課程より５名の方をお招き

し、以下の報告を受けた。 

◆府立布施高等学校 定時制 「定時制、夜の保健室」 

◆八尾市立北山本小学校 

「ちがいを豊かさにした集団づくり」 

◆学校法人 樟蔭学園 

「中河内で 100年 女子の人権・キャリア教育」 

◆府立布施北高等学校 

「東大阪のエンパワメントスクール 地域とともにあるために」 

◆東大阪市民族学級講師＆東大阪の保護者兼府立学校教職員 

「無窮
ム グ ン

花
ファ

 東大阪の学校に子を通わせる親として、教

職員として」 

中河内の小学校・中学校、民族学級、府立学校（高

等学校〈全・定〉、支援学校、高等支援学校）、大学と

校種を超えた貴重な交流の場となり、今後も中河内地

域の児童・生徒・学生の進路保障のあり方について話

し合う機会を広く持ちたいとの声が多く寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

北 河 内（旧４学区） 

インクルーシブ教育について 

～障がいのある生徒への校内支援体制～ 

日 時：７月 13日 14:30～ 

場 所：府立野崎高等学校 図書室 

 

中 河 内（旧５学区） 

－地域で子どもたちを支える－ 

日 時：７月 13日 14:00～ 

場 所：府立布施高等学校 ３Ｆ 会議室 

南 河 内（旧７学区） 

南河内（みなかわ）カフェ第２弾 

～つながるしかけを考える～ 

日 時：７月 13日 14:30～ 

場 所：富田林市立人権文化センター 
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今回は「南河内（みなかわ）カフェ第２弾」と題し、

小・中・高の先生が集まって飲み物とお菓子を横に置

いてリラックスした雰囲気の中で交流した。 

はじめに南河内地域担当の先生から場所をお借り

した富田林市立人権文化センターとこの地域の歴史

と現状の説明をお聞きした。初めて聞く参加者には貴

重な経験になった。 

 次に、テーマ「つながるしかけ」についての５Ｗ１

Ｈを各自書き上げて、それをもとにグループに分かれ

て交流した。グループではそれぞれの学校で行ってい

る「つながるしかけ」を出し合った。小・中・高それ

ぞれ子どもの発達段階によっていろいろなことに取

り組まれていることがわかった。小学校では「遊び」

がポイントであったり、高校では「行事」がポイント

であったりするが、共通点は「ふだんの取り組み」の

大切さであった。 

 日々の学校の仕事に追われる毎日だが、「みなかわ

カフェ」で小・中学校の先生とお話しして、新しい発

想や考え方に触れることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

泉北地域では、和泉市立石尾中学校より、中高連携

についてお話をしていただいた。中高連携のポイント

は「つながり」とのことであった。中学校側も生徒を

送り出して終わりという出口指導ではなく、生徒の進

路保障のためにも卒業生の実態を知る必要があると

話された。また、制服を購入することが困難な生徒に

対してのアプローチや、配慮を要する生徒への対応な

どの事例も報告していただき、そこに「つながり」が

あったからこそできた中高連携なのだと感じること

ができた。 

 他の中学校の先生方もお忙しい中、参加していただ

き、これをきっかけに校種間のつながりができればと

思う。石尾中学校の報告者は、生徒の情報を交換に来

る高校に対して「うれしい、ありがたいと思っている」

とお話があった。つながりがあれば中学校の訪問も

もっと前向きに行けるのではないだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉南地域では、まずNPO 法人泉佐野地球交流協会

（ica アイカ）前事務局長の池内正枝さんより、交流

のイベント・相互理解のための講座・ほぼマンツーマ

ンの日本語教室など、ica の多様な活動についてお話

しいただいた。 

次に、府立佐野高等学校より、「外国につながる子

どもたちとつながる学校」のテーマで、高校の取り組

み紹介や、帰国・渡日生を教育保障の対象ととらえる

だけでなく、その子たちが自ら光り、発信する場を作

り、学びあうこと、人権教育の取り組みに連なるユネ

スコ ESD 教育の価値観を日々の教育活動の中で生か

すこと等の重要性についてのお話しがあり、10月14

日にある多言語進

路ガイダンスへの

参加を呼びかけら

れた。 

その後、NPO の

方と、小・中・高

28 名で数グルー

プに分かれ課題を

出し合った。 

泉 北（旧８学区） 

校種間連携の実態を考える 

日 時：７月 13日 14:00～ 

場 所：府立堺工科高等学校 定時制棟 

泉 南（旧９学区） 

外国にルーツのある生徒へのサポートについて  

（泉佐野地球交流協会と佐野高校の取り組み） 

日 時：７月 13日 14:00～ 

場 所：府立佐野高等学校 同窓会館 
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府立人研 より 研修のご案内
 

●９月 21日（金） 

第 4回 オープンセミナー 

「部落問題学習」チーム企画 

会 場：府立柴島高等学校 ２F会議室 

時 間：14：30～17：00 
  

●10月５日（金） 

第２回 研究部会 

会 場：府立市岡高等学校 

時 間：14：00～17：00 
  

●10月 12日（金） 

地域交流部会 豊能（旧１学区） 

会 場：府立北野高等学校 北稜会館 

時 間：14：30～17：00 
  

●10月 19日（金） 

第 5回 オープンセミナー 

「進路調査・奨学金」チーム企画 

会 場：府立柴島高等学校 ２F会議室 

時 間：14：30～17：00 
  

●10月 26日（金）・27日（土） 

第 48回 大阪府人権教育研究 南河内大会 

会 場：南河内地区内周辺施設 
  

●11月３日（祝・土） 

ヒューマンライツフォーラム 2018 

  会 場：府立今宮高等学校 新自彊会館 
  

●11月２日（金）・16日（金） 

フィールドワーク 

会 場：北・南どちらのブロックも未定 

時 間：14：00～17：00 
        

 

 

 

 

 

 

 

●11月 17日（土）・18日（日） 

第 70回 全国人権・同和教育研究大会 

滋賀大会 

 会 場：滋賀県内の各公共施設等 
  

●11月 30日（金） 

第３回 研究部会 

会 場：府立市岡高等学校 

時 間：14：00～17：00 
  

●12月 14日（金） 

校長部会総会 

会 場：教育センター 

時 間：14：30～17：00 
  

●12月 19日（水） 

教頭部会総会 

会 場：教育センター 

時 間：14：30～17：00 
  

●１月 25日（金） 

  第 39回 府立人研 研究集会 

  会 場：府立市岡高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「府立人研だより」の掲示・配布をお願いいたします。各校の人権教育の充実にお役立ていただけましたら幸いです＊ 

府立人研 大阪府立学校人権教育研究会 
 
 〒533-0024 大阪市東淀川区柴島 1丁目 7番 106号 

       府立柴島高等学校内 
      ※逓送便には「府立人研」とお書きください。 
 
 TEL・FAX  ０６－６３２４－３８２２（直通） 
     ※お問い合わせはできる限りＥメールをご利用ください。 

        お電話の場合は、火曜日にお願いします。 
 E-mail    furitsujinken@nifty.com  
 ホームページ http://furitsujinken.in.coocan.jp/ 

便利です“活案”メール!! 

府立人研では、“活動案内メール”を配信し
ています。研究部会やオープンセミナーの案内
を配信します。 

 みなさんがお使いのＥメールアド

レスを登録してください。件名に「活

動案内メール希望」、本文に「学校

名・名前」を記入したＥメールを、

右記アドレスに送信してください。 

 

 

 

 

 

 

第４回     ９月 ８日（土） 

第５回     ９月２2 日（土） 

第６回    １０月 13 日（土） 

第７回（本番） １１月 ３日（祝・土） 

第８回    １１月 10 日（土） 

ヒューマンライツ・フォーラム 2018 

生徒実行委員会及び指導者交流会 

mailto:furitsujinken@nifty.com
http://furitsujinken.in.coocan.jp/

